
令和元年度第 1回金蘭会理事会議事録  

日時 令和元年７月 13日（土） 午後 3時～午後 5 時 10 分 

場所 金蘭会館金蘭会ホール 

議題 1 第 1四半期財務状況報告の件 

 
第 1四半期財務状況について報告があった。なお、ネットバンキングをホームページに UP し

たところ、早速振り込みがあったとの補足説明があった。 

議題 2 金蘭会ホール運営要項および同使用要領の件 

 

本年の評議員会での要望を受け、金蘭会ホールのネット申込みを可能にするため、従来の使

用要領を見直し、新たに運営のルールを定めた「運営要項」およびホームページで利用者に示

す「使用要領」の提案がなされたが、どちらも「利用要領」と題することで、了承された。（別紙

参照） 

議題 3 各委員会報告 

 

組織・行事委員会 ①はたちの集い：Ｈ３０卒７０期は 8 月に幹事会実施。今年度に実施予定。H31

卒 71 期は近いうちにアプローチをする。 

②卒業 20 周年学年会：Ｈ１１卒５１期は 8 月 11日(日・祝)KKR ホテル大阪にて

開催予定。目標は 100名。Ｈ12 卒５２期は、「大手前だより」で予告済み。夏に

幹事会の予定。 

③平成卒の学年へのアンケート：組織・行事委員会の委員が、担当する平成

卒の３学年ずつを更にフォローした結果、返事がもらえたのが 10 学年増の

16学年になった。SNS・LINE の活用等の意見があった。 

 広報委員会     「大手前だより」が完成。広告は 30 枠（45 万円）。19 日(火)発送の予定。 

 
IT委員会     WEB金蘭会のスマホ対応の残りを順次実施している。ネットバンキングは 7

月初めにリリース済み。会館利用申込みは間もなくリリース予定。 

 
会員名簿委員会  組織・行事委員さんに代表評議員と連絡を取ってもらうのは、「大手前だ

より」が返ってくるのを減らすためにも良いことで、お手伝いしたい。 

 
金蘭会文庫委員会 アルバムの箱の業者選定が頓挫したため、当面簡易な方法での保存に努

める。新たに受け付けた書籍の名簿作成をする予定。 

 

運営委員会       金蘭会セミナーは 7月 19日(金)Ｓ49卒門祐輔氏、京都保健会京都協立病

院医局長「脳神経機能回復のリハビリテーションと認知症予防」。9 月 20

日(金)S63卒大江のぞみ氏、ヴィオラ奏者。10 月 18 日(金)Ｓ４５卒藤村彰

宏氏、｢難波（なにわ）の歴史｣。11月 21日(金)S42 卒佐々木幹朗氏、詩人

「3．11中原中也のうた」。12月 20 日(金)Ｓ５６卒南美佐江氏、「これからの

外国語教育」の予定。「大手前だより」に本年 12月までの予定を掲載。未定

の月もあり、ぜひ講師のご紹介をお願いしたい。 

 

国際グリム賞委員会 6月 20 日に第 17回グリム賞の受賞者三宅興子氏が正式に発表された。

贈呈式と記念講演会は 11月 9日(土)14時から國民会館にて実施。その後

大阪城テラスで初の参加者全員を対象とした立食パーティーを実施予

定。 

 母校支援委員会  ①英国国際交流は派遣年で 7月 1日～12日、１・２年各５名 計 10 名（男 2、
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女 8）が参加して実施。アメリカ研修は 7月 21日～28 日、２年１６名・３年４

名 計 20 名（男 5、女 15）が参加予定。 

         ②夏休みにＳＳＨ関連で、２年生の京大研修・１年生の阪大研修を実施予定

との報告があった。 

議題 4 その他 

 （１）事務局用パソコン買換えの件 

 
文庫の中のパソコンが、今年で３度故障し、都度修理してきたが限界。DELL の本体のみ買換

える。予算 68,000 円。→承認。 

 （2）支部報告 

 

南海支部：6月 9 日(日)天王殿にて懇親会を実施。G20 外相の食事場所だったそう。 

阪神支部：宝塚ホテルが宝塚劇場の隣に建て替え中のため、総会は来年 6月 21日か 28日の予

定。催しは S56 卒小川理子さん（ジャズピアニスト）の予定。 

近鉄支部：10 月 27日(日)11時から懇親会をあやめ館にて実施予定。催しは落語家桂福丸さん

の予定。 

阪急支部：9月 22日(日)１１時半から新阪急ホテルにて懇親会(総会)を開催予定。イベントはＳ60

卒室谷有利子氏(ジャズシンガー)の予定。 

東京支部：6月 30日（日）東京如水会館にて第 95回総会が行われ、約 160名が参加。イベ

ントの S63卒坂本正三氏の講演「下町工場、逆境からの復活～平成三十年間を重

ねて～」に感銘。 

 

（3）母校支援「国際人材育成支援」の件 

母校支援の一つとして行ってきたアメリカ研修は、匿名の方から寄付いただいた基金が今年

で終了する。次年度以降は、（一財）金蘭会の公益目的事業として府に認可申請を行うことが、

同法人の理事会・評議員会で承認された旨の報告があった。ただし、学校と相談の結果、今後の

支援対象は、ＳＳＨで派遣しているメルボルン大学での研修に変更する。 

                                      以上 

  

 
次回理事会は 9 月 14 日（土）午後 3時～。それに先立ち、午後 2時から英国国際交流・アメリカ

研修の生徒による発表会を開催予定。 

  

 


